


家庭科教育研究所  第10回勉強会のお知らせ 
本会員のみなさまには、しばらくご無沙汰いたしました。 
猛暑を抜け、ようやく過ごしやすい季節となりました。お変わりありませんか。 
連続講座  “世界の家庭科教育のいま”開催のお知らせです。 

これまで開催した、シンガポール、フィリピン、タイ、マレーシア、日本（小学校家庭科の授業
実践）に次いで、シリーズ６回目の今回は、韓国の家庭科についてお話しいただきます。 
講演は英語で行われますが、日本語訳をつけております。質疑も日本語で行っていただけます。 
 

日時：  2025 年 11 月 8 日（土）16:00～17:30 

場所：  オンライン 
  テーマ： 韓国における家庭科教育：課題と改革への道筋 

講師： Dr. Nansook Yu 
Dept. of Home Economics Education, College of Education, Korea University, 
South Korea 
韓国高麗大学校教育学部家政教育学科教授 
韓国家庭科教育学会理事、ARAHE 理事 

要旨：  

本講義では、韓国における家庭科教育（HEE）の発展、構造、そしてビジョンを概観し、特
に、韓国の家庭科が、職業志向の教科から、批判的かつ持続可能性に基づいた学問へと変遷し
てきたことに焦点を当てる。1947 年の韓国家政学会、そして 1989 年の韓国家庭科教育学会の
設立以来、韓国の家庭科は社会の変化、国家カリキュラム改革、そして世界的な教育論議の影
響を受けながら進化し続けてきた。 

2022 年改訂版ナショナル・カリキュラムにおいて、家庭科は学習者の実践力を伴う知識・
能力、環境意識、そして持続可能な生活を送るための能力を育む重要な科目として、改めて位
置づけられた。韓国の教員養成プログラムは、教育学の知識（PCK）と家庭科の専門分野の知
識（CK）の両方を基盤としており、統合化と問題解決型学習を通じて、将来の教育者が学ん
だことを授業実践に生かせるように育成する。 

最後に、家庭科教育の現代的使命についても触れたい。家庭科教育の現代的使命とは、すな
わち、個人、家族が、ウェル・ビーイング、自律、持続可能性を追求し、社会変革にも貢献で
きるようにエンパワーすることである。本日、韓国の経験を日本の家庭科教育に携わる方々と
共有することによって、これまでよりもっと持続可能で人間中心の未来の実現に向けた家庭科
教育の役割を再考するための対話や協働が促進されることを願っている。 

会員のみなさまには、開催日の数日前に zoom情報をお知らせします。 
参加ご希望の方は、そこに示したURL からお入りください。 

Dr. Nansook Yu 

Dept. of Home Economics Education, College of Education, Korea 
University, South Korea 

韓国高麗大学校教育学部家政教育学科教授。中学校の家庭科教師と
してキャリアをスタートさせた後、2013 年から 2020 年まで韓国国
立全南大学校（Chonnam National University）家政教育学科教授、
2020 年より現職。 
研究分野：家庭科カリキュラム、家庭科教授法・学習法、家庭科教
師の専門能力開発。 

現在、韓国家庭科教育学会編集担当理事、韓国家政学会理事、家庭科教師協会会長、国家カリキ
ュラム検討委員会などを歴任。 
























